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【内容要旨】（1,200 字以内） 
 
【目的】多血小板フィブリン（PRF）は多血小板血漿（PRP）と比較して成長

因子を緩徐に放出する．肩腱板断裂の修復時に併用し，組織学的に検討した研

究はない．また，PRF は末梢血（P-PRF）から作製するのが一般的で, 骨髄由来

の PRF（BM-PRF）の報告はない. 本研究の目的は，家兎肩腱板変性断裂モデル

での PRP，P-PRF，BM-PRF を併用した肩腱板修復を検証することである． 

【対象と方法】白色家兎 62 羽（平均 13.9 週齢）の肩腱板変性断裂モデルに

対し，骨孔法で腱板修復を行った．修復のみを行う対照群，修復時に耳動脈の

末梢血由来の PRP を併用した PRP 群，末梢血由来の PRF を併用した P-PRF 群，

腸骨の骨髄由来の PRF を併用した BM-PRF 群の 4群に分けた．4週，8週，12 週

の組織のヘマトキシリン・エオジン（H.E.）染色を行った．腱骨接合部の細胞

数は BZ-X 710 digital microscope（KEYENCE JAPAN）で評価した．修復した腱

骨接合部の連続性は Continuity スコアで, 12 週での腱骨の成熟については

Modified tendon to bone maturing スコアで半定量的に評価した．28 週齢の

家兎由来の P-PRF と BM-PRF について H.E.染色，CD11b の免疫組織化学染色に

て評価し，さらに成長因子の徐放濃度を ELISA 法で評価した．統計学的評価に

は，Mann-Whitney U 検定，Kruskal-Wallis 検定（Dunn 法）を用いた． 

【結果】4週の Continuity スコアは，対照群で 2.4 ± 0.6 点，PRP 群で

2.5 ± 0.4 点，P-PRF 群で 2.7 ± 1.0 点，および BM-PRF 群で 3.8 ± 0.4 点

であり，BM-PRF 群で対照群と比較して有意に高かった（p＜.05）．Modified 

tendon to bone maturing スコアは，対照群で 21.5 ± 6.4 点，PRP 群で 18.8 

± 6.9 点，P-PRF 群で 27.6 ± 9.8 点，および BM-PRF 群で 41.5 ± 1.3 点で

あり，BM-PRF 群は対照群，PRP 群と比較して有意に高かった（それぞれ，p
＜.05）． 

P-PRF には細胞が認められず，BM-PRF には 68 ± 52 cells/強拡大視野が認

められた．BM-PRF の細胞の 66 ± 14%が CD11b陽性細胞であった．徐放 3日の

血管内皮細胞増殖因子 A（VEGFA）の濃度は BM-PRF（43.8 ± 28.9 pg/mL）に

おいて，P-PRF（6.4 ± 5.2 pg/mL）と比較して有意に高かった（p＜.05）． 

【結論】BM-PRF を併用した腱板修復では，4週での腱骨の連続性を高め，12 週

において良好な腱骨の成熟が得られた．BM-PRF には骨髄細胞や単球などの

CD11b陽性細胞が含まれ, フィブリン塊を足場として早期に細胞が集積し，緩

徐に成長因子を放出することで腱骨接合部の修復を促進した． 

 






